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所在地：八尾市郡川 6-3
最寄駅：近鉄信貴線「信貴山口」駅東へ約 600m
見学：境内は自由
TEL：072-941-6364

　 法 蔵 寺 は 、大 覚 山と号し、寛 延 元 年
（1748）、土佐曽我部氏の子孫、好山和
尚が、この土地に土佐大守山内家の祈願
寺（曹洞宗）として建立したといわれる。こ
の地は、かっては聖徳太子が物部守屋との
戦いで砦を築き、再起を図った陣屋跡と伝
えられる。寺院の前の道は、太子が再起を
図って信貴山に逃れる折に通った道と伝
えられ、その名残として今も「大道（おおみ
ち）」と呼ばれており、沿道には太子門・大
太子口と名付けられた場所が残っており、
八尾市の「歴史の道」に指定されている。境
内には霊泉が湧き、所望すればウォーター
クーラーから飲むことができる。この霊泉
は、神霊泉縁起として、『当山は古来より水
が乏しく、また、豪雨の時は濁流となり憂い
少なからず。第二世仁海和尚は水土を神祇
に祈る事七ヶ年、ある夜、龍神が現れ和尚に

山中の一ヶ所を託す。和尚は村の民と共に
横井戸を掘ること二町ばかりすれども、いま
だ水一滴もなし。村の民、労多くやめんとす
るも、和尚なお十間ほど掘る事をすすめる
に、不思議なるかな大水脈にあたり、霊泉噴
出すること滔々として滝の如し。これを龍神
の応験なりとして、この泉を神霊泉と名づけ
る。』とある。また、本堂には狩野得水による
壮大な龍の天井絵があり、その他、襖絵・板
絵など江戸中期の貴重な文化財が多く保存
されている。本尊は秘仏の聖観世音菩薩で
ある。本堂前の「大覚寺」の扁額は好山和尚
の筆によるものである。法蔵寺付近には、古
墳が数多く発見されており、古代より権力者
が居住には条件の良い場所であったらしい
が、現在は、植木畑であり、四季とりどりの景
色に風情があり、境内からの大阪平野の眺
望はすばらしいものがある。　  （新田俊明）

所在地：富田林市宮甲田町 9-46
最寄駅：近鉄長野線・川西駅西へ５分
拝観：境内自由
TEL：0721-25-2770
参考：神社由緒略歴、富田林市ホームページ等

　川西駅を出て左のゆるい坂道を上ると、
白壁とその向こうに木造の校舎が見える。
国登録文化財の川西小学校である。その
右手前の鳥居から木立に囲まれた長い参
道が続き、途中の「天誅組河内勢」の顕彰
碑が目を引く。小さな広場に面して割拝殿
があり、その奥に本殿が位置する。
　社伝によると、この地域は古代律令制
の河内国「錦部郡」の最北端にあり、大和
朝廷に通じる要路にあった。早くから大陸
文化が移入され、織物技術を持つ錦織氏
等が百済より渡来し、綾織錦織を朝廷に
献上、文化向上に寄与したとされる。
　錦織氏の氏神であり、錦部郡内の水流
の集まるところから「水郡天王宮」と呼ば
れ広く信仰されてきた。神社の創建は平安
時代中期に遡ることが、昭和10年に行わ
れた本殿修理で裏付けられ、現在よりも

大きい建造物であったと推定された。
　現本殿（国重要文化財）は、1363（正平
18）年に再建されたもので、桁行三間、梁
間二間、入母屋造、檜皮葺、鮮やかな朱の
漆塗り・極彩色の華麗な建物である。唐
破風の上に、さらに千鳥破風を乗せた特
徴的な屋根の形は、室町時代のものとし
ては数少ない貴重なもの。この建築様式は
「錦織造り」と呼ばれ、日光東照宮の拝殿
をはじめ、多くの建築様式の原型といわれ
ている。
　本殿の両脇には春日社、天神社の摂社
が並ぶ。いずれも国重要文化財で、平成15
年に行われた大規模な保存修理の際、文
明年間（1469〜1486）の建造と判明した。
　10月の第2土曜日「秋季大祭」は、神輿
渡御の儀式や氏子9地区の地車が宮入り
し、大いに賑う。　　　　　（鶴田晴子）

だいかくさん ほうぞうじ
大覚山 法蔵寺

境内から見る大阪平野

夕日の映える本堂

山門

やお・かしわら

南河内

北摂
能勢町・豊能町・箕面市・池田市・豊中市・吹田市

東大阪
東大阪市

やお・かしわら
八尾市・柏原市

南河内
松原市・藤井寺市・羽曳野市・富田林市・太子町
河南町・千早赤阪村・大阪狭山市・河内長野市

割拝殿

本殿




